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朝日ラバー （5162・JASDAQ スタンダード） 

モーニングスター㈱ 

白石 和弘 

 

 13 年 3 月期第 1 四半期の連結業績は、売上高が前年同期比 7.2％増

の 12 億 1,800 万円、営業利益が同 77.4％増の 4,100 万円と、増収・営

業増益になった。医療・衛生用ゴム事業が減収・減益となった一方、

自動車市場の回復に伴い工業用ゴム事業が好調に推移した結果、全体

でも増収・増益を確保した。 

 ただ、工業用ゴム事業では、卓球ラケット用ラバーの受注が前年同

期に好調だった反動から減少。また、医療・衛生用ゴム事業では、プ

レフィルドシリンジ向けガスケットの受注が好調に推移した一方、顧

客の在庫調整の影響を受けて採血用・薬液混注用ゴム栓の受注が低迷

している。この結果、第 1 四半期実績は会社側の想定を下回ったとみ

られるうえ、第 2四半期以降の推移についても不透明感がある。 

 

 

 13 年 3 月期通期の連結業績について会社側は、売上高 52 億円（前期

比 3.8％増）、営業利益 3億円（同 23.3％増）と予想。工業用ゴム事業、

医療・衛生用ゴム事業の双方で増収を計画している。 

 しかし、モーニングスターでは、第 1 四半期実績の状況が会社側の

想定より低調だったことや今後の見通しも厳しいことを踏まえ、13 年

3 月期の通期業績は会社計画を下回ると予想。売上高は 51 億円、営業

利益は 2 億 5,000 万円と見込んだ。ただ、14 年 3 月期の連結業績につ

いては、工業用ゴム事業、医療・衛生用ゴム事業とも回復を見込み、

売上高は 54 億円、営業利益は 3億 5,000 万円と予想している。 

１３年３月期は通期で計画未達となる可能性も

業 績 動 向 
売上高 

百万円 

前期比

％ 

営業利益

百万円 

前期比

％ 

経常利益

百万円 

前期比 

％ 

当期純利益 

百万円 

前期比 

％ 

EPS 

円 

2012/03 1Q(4-6 月) 実 績 1,137 -4.6 23 -62.6 10 -80.0 20 -42.9 4.44

2013/03 1Q(4-6 月) 実 績 1,218 7.2 41 77.4 24 2.4 倍 14 -29.7 3.12

2012/03 通 期 実 績 5,010 4.2 243 50.5 211 80.1 72 3.3 倍 16.01

2013/03 通 期 

新 ・ 会 社 予 想 
（2012 年 8 月発表） 

2012 年 5 月に公表された会社予想から変更なし。 

旧 ・ 会 社 予 想 
（2012 年 5 月発表） 

5,200 3.8 300 23.3 240 13.5 135 85.3 29.68

新・アナリスト予想 5,100 1.8 250 2.9 190 -10.0 110 52.8 24.18

旧・アナリスト予想 
（2012 年 1 月発表） 5,320 6.2 280 15.2 175 -17.1 95 31.9 20.88

2014/03 通 期 アナリスト予想 5,400 5.9 350 40.0 300 57.9 200 81.8 43.97

2012 年 9 月 13 日

主要指標 2012/9/11 現在 

株 価 254 円 

年 初 来 高 値 
315 円 

（12/06/22） 

年 初 来 安 値 
234 円 

（12/01/11） 

発行済株式数 4,618,520 株 

売 買 単 位 500 株 

時 価 総 額 1,173 百万円 

予 想 配 当 
（ 会 社 ） 8.00 円 

予 想 E P S 
（ ア ナ リ ス ト ） 24.18 円 

実 績 P B R 0.40 倍 

13 年 3 月期 1Q は工業用ゴム事業の回復で営業増益 

13 年 3 月期通期は下ブレの可能性も 

アップデートレポート 

直前のレポート発行日 

ベ ー シ ッ ク 2012/01/26 
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 業績解説 

 12年 3月期通期の連結業績は、売上高50億 1,000万円（前年比4.2％増）、

営業利益 2億 4,300 万円（同 50.5％増）となった。震災やタイの洪水を背

景に自動車市場が低迷したことで、主力の工業用ゴム事業が減収・減益にな

ったものの、ディスポーザブル用ゴム製品の受注拡大を受けて医療・衛生用

ゴム事業が大幅な増収・増益となり、全体の業績をけん引した。 

 なお会社側は、タイ洪水の影響が想定以下となったことなどから、第 2

四半期決算時に続き第 3四半期決算時にも、売上高、営業利益、経常利益を

上方修正していたが、実績は修正予想も上回った。 

 

 工業用ゴム事業の業績は、売上高 38 億 1,200 万円（同 2.2％減）、セグメ

ント利益 2億 6,300 万円（同 12.4％減）となった。車載関連の主要製品 ASA 

COLOR LED の売上高は 17 億 8,800 万円（同 1.8％減）と微減収。自動車市場

が上期に震災の影響を受けたうえ、下期にもタイ洪水の影響を受けた結果、

前年実績を下回った。 

 ただ、ASA COLOR LED の売上高は、第 1四半期が 3億 3,200 万円、第 2四

半期が 4 億 3,600 万円、第 3 四半期が 4 億 8,900 万円、第 4 四半期が 5 億

2,900 万円と、四半期ごとに増加した。震災やタイ洪水の影響が収束に向か

い、受注が想定より早い回復を示したことで下期にかけて売上高も回復をみ

せた。12 年 3 月には LED 関連製品が月次で過去最高の販売数量を記録する

など、年度末での需要増も追い風に年明け以降の受注は特に好調となった。 
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（百万円） ASA COLOR LED 売上高の四半期推移

（会社資料よりモーニングスター作成）
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12 年 3 月期通期 

は 50％超の営業 
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 一方、スポーツ用ゴム製品（卓球ラケット用ラバー）は、ロンドンオリン

ピック開催を控えて購買意欲が高まったことなどを背景に、受注が高水準で

推移。通期の売上高は 4 億 2,200 万円（同 28.2％増）と 2 ケタの増収。四

半期ごとの売上高も、第 1四半期が 1億 1,300 万円、第 2四半期が 1億 600

万円、第 3四半期が 1億 100 万円、第 4四半期が 1億 200 万円と安定的な推

移をみせた。 
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卓球ラケット用ラバー 売上高の四半期推移（百万円）

（会社資料よりモーニングスター作成）
 

 

 医療・衛生用ゴム事業の業績は、売上高 11 億 9,800 万円（同 32.0％増）、

セグメント利益 2億 600 万円（同 2.1 倍）と、売上高、利益とも前年実績を

大きく上回った。新規開発品であるプレフィルドシリンジ向けガスケットの

受注が高水準で推移するなか、10 年 9 月に増築した第二福島工場がフル稼

働したことが寄与。また、採血用・薬液混注用ゴム栓の受注も増加し、売上

高の伸びにつながった。ディスポーザブル用ゴム製品の四半期ごとの売上高

は、第 1四半期が 2億 8,600 万円、第 2四半期が 2億 8,900 万円、第 3四半

期が 2億 9,400 万円、第 4四半期が 2億 8,800 万円と、3億円弱で安定的に

推移した。 

 

 

 

 

 

業 績 

 
工業用ゴム事業は 

下期に回復 

 
医療・衛生用ゴム 

事業では受注が 

高水準で推移 
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（百万円） ディスポーザブル用ゴム製品 売上高の四半期推移

11年3月期 12年3月期
（会社資料よりモーニングスター作成）
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 13 年 3 月期第 1四半期について 

 13 年 3 月期第 1四半期の連結業績は、売上高 12 億 1,800 万円（前年同期

比 7.2％増）、営業利益 4,100 万円（同 77.4％増）となった。医療・衛生用

ゴム事業が減収・減益となった一方、自動車市場の回復に伴い工業用ゴム事

業が好調となった結果、全体でも増収・増益を確保した。 

 

 工業用ゴム事業の業績は、売上高 9億 4,200 万円（同 13.3％増）、セグメ

ント利益 6,600 万円（同 3.8 倍）と増収・増益になった。国内でのエコカー

補助金の効果や、新興国での需要拡大、米国市場の回復などにより、自動車

関連製品の受注が拡大。主要製品 ASA COLOR LED の売上高は 4億 6,500 万円

（同 40.1％増）と大幅に増加した。なお、前年に経常赤字となった中国の

連結子会社である東莞朝日精密橡膠制品が黒字に転換したことも、利益面で

プラスに働いている。 

 

 一方、スポーツ用ゴム製品（卓球ラケット用ラバー）の売上高は 7,700

万円（同 31.9％減）と大幅に減少。前年同期に、オリンピック開催前の需

要増から販売が伸長していた反動の影響を受けた。また、より価格の安い製

品に対するニーズが高まったことで、高品質・高価格な同社製品の販売が伸

び悩んだ面もあったようだ。 

 

 

      

売上高 12/3期1Q 13/3期1Q 増減額 増減率

ASA COLOR LED 332 465 133 40.1%

卓球ラケット用ラバー 113 77 -36 -31.9%

ディスポーザブル用ゴム製品 286 265 -21 -7.3%

（単位：百万円） （会社資料とヒアリングをもとにモーニングスター作成）
 

 

 医療・衛生用ゴム事業は、売上高 2億 7,600 万円（同 9.5％減）、セグメ

ント利益 3,500 万円（同 45.3％減）となった。ディスポーザブル用ゴム製

品のうち、新規開発品であるプレフィルドシリンジ向けガスケットの受注が

好調となった一方、顧客の在庫調整の影響により採血用・薬液混注用ゴム栓

の受注は減少。前年同期には震災後に取引先企業が在庫を積み増しており、

同社の受注も押し上げられていたが、今期第 1四半期ではその反動が出たと

みられる。第 1四半期では、ディスポーザブル用ゴム製品の売上高は 2億

6,500 万円（同 7.3％減）にとどまった。 

 

業 績 

 
医療・衛生用ゴム 

事業は在庫調整の 

影響を受ける 

 
12 年 3 月期 1Q は 

大幅な営業増益に 

 
卓球用ラバーの受 

注は反動から減少 
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 業績予想について 

 13 年 3 月期の会社計画は、売上高 52 億円（前年比 3.8％増）、営業利益 3

億円（同 23.3％増）。セグメント別の売上高見通しは、工業用ゴム事業が 39

億 8,900 万円（同 4.6％増）、医療用ゴム事業が 12 億 1,100 万円（同 1.1％

増）となっている。なお会社側は、第 1四半期決算後も期初の見通しを変更

していない。 

 

             

12年3月期実績 13年3月期見通し 前年比

売上高 5,010 5,200 3.8%

営業利益 243 300 23.3%

経常利益 211 240 13.5%

純利益 72 135 85.3%

（単位：百万円） （会社資料よりモーニングスター作成）
 

 

12年3月期実績 13年3月期見通し 前年比

工業用ゴム事業 3,812 3,989 4.6%

医療・衛生用ゴム事業 1,198 1,211 1.1%

（単位：百万円） （会社資料よりモーニングスター作成）

セグメント別の売上高

 

 

 第 2 四半期累計の会社計画に対する第 1 四半期実績（売上高 12 億 1,800

万円、営業利益 4,100 万円）の進ちょく率をみると、売上高で 48.5％、営

業利益で 38.0％とほぼ前期実績（売上高で 47.9％、営業利益で 39.7％）並

みとなっている。一方、13 年 3 月期の会社計画は、上期が売上高 25 億 1,000

万円、営業利益 1 億 800 万円、下期が売上高 26 億 9,000 万円、営業利益 1

億 9,200 万円と、売上高、利益とも下期のウェートが大きい想定で、第 3

四半期以降の業績動向に注意する必要がありそうだ。 

 

 ただ、第 1四半期では、スポーツ用ゴム製品が不振となったことを主因に、

工業用ゴム事業の業績は特に利益面で会社側の想定を下回った模様。卓球用

ラバーは売上総利益率が高く、利益面への影響が比較的大きいが、前年が好

調だった反動から第 2四半期以降も低調が予想される。一方、医療・衛生用

ゴム事業も、第 1四半期の実績は会社側の見込みを下回ったとみられる。同

事業では、プレフィルドシリンジ向けガスケットの受注が好調に推移してい

るものの、採血用・薬液混注用ゴム栓の受注は前年の反動から減少。同製品

の受注は第 2四半期以降も大幅な回復は見込みにくく、医療・衛生用ゴム事

業全体で減収が続く可能性がありそうだ。 

 
13 年 3 月期は 

営業利益 3 億円の

見通し 

業 績 

 
第 1 四半期実績は 

会社計画を下回った

可能性も 
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 モーニングスターでは、第 1四半期実績が会社側の想定を下回ったと判断

されることに加え、工業用ゴム事業、医療・衛生用ゴム事業の双方で第 2

四半期以降の業績も低調となる可能性がある点を踏まえ、13 年 3 月期の通

期業績について、売上高 51 億円、営業利益 2億 5,000 万円と予想。売上高、

利益とも会社計画を下回ると見込んでいる。 

 

 一方、14年 3月期の業績についてモーニングスターでは、売上高54億円、

営業利益 3億 5,000 万円と予想している。工業用ゴム事業では、卓球用ラバ

ーの販売回復に加え、LED 関連製品の伸びを想定。一方、医療・衛生用ゴム

事業についても、採血用・薬液混注用ゴム栓の受注回復を主因に増収を見込

んだ。 
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14 年 3 月期は 

売上高 54 億円と 

予想 
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 2010/03 2011/03 2012/03 
2013/03 予 

（アナリスト）

株 価 推 移 

株価（年間高値） 円 320 370 310 -

株価（年間安値） 円 229 198 222 -

月間平均出来高 百株 185 225 175 -

業 績 推 移 

売 上 高 百万円 4,667 4,806 5,010 5,100

営 業 利 益 百万円 125 161 243 250

経 常 利 益 百万円 91 117 211 190

当 期 純 利 益  百万円 41 21 72 110

E P S 円 9.20 4.81 16.01 24.18

R O E ％ 1.5 0.8 2.6 3.8

貸 借 対 照 表 

主 要 項 目 

流 動 資 産 合 計  百万円 3,660 3,803 3,907 -

固 定 資 産 合 計  百万円 3,828 3,874 3,839 -

資 産 合 計 百万円 7,488 7,695 7,758 -

流 動 負 債 合 計  百万円 2,567 2,322 2,438 -

固 定 負 債 合 計  百万円 2,060 2,558 2,459 -

負 債 合 計 百万円 4,627 4,880 4,897 -

株 主 資 本 合 計  百万円 2,856 2,842 2,887 -

純 資 産 合 計  百万円 2,860 2,814 2,861 -

キャッシュフ

ロ ー 計 算 書 

主 要 項 目 

営業活動による CF 百万円 691 422 766 -

投資活動による CF 百万円 -411 -918 -526 -

財務活動による CF 百万円 251 615 -305 -

現金及び現金同等 

物 の 期 末 残 高  
百万円 1,036 1,142 1,073 -

 

 

 朝日ﾗﾊﾞｰ [5162/JQ] 週足   2012/09/13

09/03/30 - 12/09/10  [181]
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（出所）㈱QUICK 

 上記チャート図の一部又は全部を、方法の如何を問わず、また、有償・無償に関わらず第三者に配布してはいけません。 

 上記チャート図に過誤等がある場合でも㈱QUICK 社及び大阪証券取引所は一切責任を負いません。 

 上記チャート図の複製、改変、第三者への再配布を一切行ってはいけません。 
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デ ィ ス ク レ ー マ ー 

＜指標の説明について＞ 

本レポートに記載の指標に関する説明は、大阪証券取引所ウェブサイトに掲載されております。 

参照 URL ⇒ http://www.ose.or.jp/jasdaq/5578  

１．本レポートは、株式会社大阪証券取引所（以下「大証」といいます。）が実施する「ＪＡＳＤＡＱアナ

リストレポート・プラットフォーム」を利用して作成されたものであり、大証が作成したものではあり

ません。 

２．本レポートは、本レポートの対象となる企業が、その作成費用を支払うことを約束することにより作

成されたものであり、その作成費用は、当該企業が大証に支払った金額に大証からの助成金を加えたう

えでモーニングスター株式会社（以下「レポート作成会社」といいます。）に支払われています。 

３．本レポートは、大証によるレビューや承認を受けておりません（ただし、大証が文面上から明らかに

誤りがある場合や適当でない場合にレポート作成会社に対して指摘を行うことを妨げるものではありま

せん）。 

４．レポート作成会社及び担当アナリストには、この資料に記載された企業との間に本レポートに表示さ

れる重大な利益相反以外の重大な利益相反の関係はありません。 

５．本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的として作成されたもので、有価証券の

取引及びその他の取引の勧誘又は誘引を目的とするものではありません。有価証券の取引には、相場変

動その他の要因により、損失が生じるおそれがあります。また、本レポートの対象となる企業は、投資

の知識・経験、財産の状況及び投資目的が異なるすべての投資者の方々に、投資対象として、一律に適

合するとは限りません。銘柄の選択、投資判断の最終決定は、投資者ご自身の判断でなされるようにお

願いいたします。 

６．本レポート作成にあたり、レポート作成会社は本レポートの対象となる企業との面会等を通じて、当

該企業より情報提供を受けておりますが、本レポートに含まれる仮説や結論は当該企業によるものでは

なく、レポート作成会社の分析及び評価によるものです。また、本レポートの内容はすべて作成時点の

ものであり、今後予告なく変更されることがあります。 

７．本レポートは、レポート作成会社が信頼できると判断した情報に基づき記載されていますが、大証及

びレポート作成会社は、本レポートの記載内容が真実かつ正確であり、そのうちに重要な事項の記載が

欠けていないことやこの資料に記載された企業の発行する有価証券の価値を保証又は承認するものでは

ありません。本レポート及び本レポートに含まれる情報は、いかなる目的で使用される場合におきまし

ても、投資者の判断と責任において使用されるべきものであり、本レポート及び本レポートに含まれる

情報の使用による結果について、大証及びレポート作成会社は何ら責任を負うものではありません。 

８．本レポートの著作権は、レポート作成会社に帰属しますが、レポート作成会社は、本レポートの著作

権を大証に独占的に利用許諾しております。そのため本レポートの情報について、大証の承諾を得ずに

複製、販売、使用、公表及び配布を行うことは法律で禁じられています。 


